第２６回第１部会（行政推進）概要

■日　時　　平成２１年３月１３日（金）　午後６時３０分～午後９時

■場　所　　登別市役所　２階　第２委員会室
■出席者　　合田美津子、鎌田和子、石亀裕、関修
■事務局　　二階堂企画Ｇ総括主幹、沼田企画Ｇ主査（企画調整）
■議　題　　１　評価事業抽出作業経過報告
２　市民自治フォーラムについて感想・反省
３　総括「２０年度事業」

■配布資料　資料１　第２６回会議・議案書　（合田部会長）

　　　　　　資料２　市民自治フォーラム掲載記事（室蘭民報）

　　　　　　資料３　市民自治フォーラム掲載記事（北海道新聞）
■内　容

❑　第２３回の運営委員会の報告をします。
　　①「二役の役割確認について」は、二役は調整役であるということでした。この件については、今後質問をしていきたいと思います。
　　②規約の一部改正については、部会長・副部会長が運営委員会にともに出席できない場合は、部会員に委任し、代理として出席する方向で進めることになりました。この場合は、議決権も有することとなります。

　　③委員の更新については、３月２３日までに提出ということになっており、現在、事務局で取りまとめ中です。

　　④第３部会から精神障がい者に対する交通費等の助成について、運営委員会に上程されました。精神障がい者に対する支援については幅広いものがありますが、今回の上程では交通費に関わる部分のみとのことでした。
　　⑤市民自治フォーラム開催に向けての打合せが行われました。
　　
議題１　評価事業抽出作業経過報告
❑　事業仕分けの対象事業等について事務局から報告してください。
❑　事業仕分けについては、市民自治推進委員会から４名の仕分け人を選出いただきました。仕分け人は、第１部会から、合田委員、田中委員、関委員の３名。第２部会から大山口委員が選任されました。市民自治推進委員会の仕分け人には、事業仕分けの対象事業の抽出をお願いすることとし、市民自治推進委員会からこの４名に対して全権委任されています。

　　これまでに３回（２月２０日、２月２３日、３月１１日）の事務事業選定会議を開催し、１２本の事務事業を選びました。１２本のうち、１０本は６月に行う事業仕分けの対象事務事業として、２本は４月または５月に開催を予定している事業仕分け（模擬）の対象事務事業とすることとしています。（事務局）
議題２　市民自治フォーラムについて感想・反省
❑　内容は良かったが、参加者が少なかったのは、残念。片山さんからもっとアドバイスをいただきたかった。
❑　フィッシュボールのやりとりは物足りない。言いっぱなし、聞きっぱなしだった。討論をもっとすべき。片山さんのお話は大変良かった。人数も少なかったのは、残念。

❑　フィッシュボールは他の会議とぶつかって出ることができなかった。
❑　講演は良かった。パネリストは一部話の長い人がいたので、進行方法について事前にパネリストが集まって打合せをすべきだった。

討論についても進め方に問題があったと思う。フィッシュボールによる討論は不評だった。時間が短かった。会場に事前に資料を配っておいて自由に話をしていただいた方が良かった。

議会のサポーター制度は良いのではないかという意見があった。
市民自治フォーラムで使用されている行政用語が分かりにくいという意見もあった。

市民自治フォーラムの参加券の販売方法についても課題を残した。

❑　フィッシュボールは総花的すぎる。テーマを絞るべきだった。時間がないのもあるがテーマを絞らないと深い論議ができない。
❑　フィッシュボールは片山さんからの発言をもっといただくべきだった。
❑　一人ひとりの発言対して片山さんから発言を求めても良かった。でも、コーディネーターもあれだけの発言をまとめるのは大変だったと思う。

　　フォーラムの運営にあたっては、もっと各部会員を巻き込んでもいいと思った。

この手の事業は役割分担を明確にすべき。

❑　次回からは、第１部会が主体的になって企画立案すべきと思った。チラシの作成については、負担が大きいので、一人の委員に任せるのではなく、分担すべき。

議題３　総括「２０年度事業」
❑　今後の自治推進委員会、運営委員会のあり方については、疑問がある。二役の役割についても疑問がある。
❑　第１部会で市民自治推進委員会や運営委員会についてのあり方について部会内で協議して、運営委員会に提言しても良いのではないかと思います。
第１部会は、まちづくり全般についてや他の分野に属さないものを扱う部会です。第１部会で市民自治推進委員会のこれまで２年半の活動の中での問題点などを整理し、市民自治推進委員会や運営委員会についての提言を行ってはいかがでしょうか。（事務局）

❑　では、運営委員会に対し、第１部会で市民自治推進委員会や運営委員会のあり方について検討することを提言します。もちろん、他の部会においても市民自治推進委員会のあり方について検討していただきたいと思います。

　　市民自治推進委員会に参加する人は、もっと自主的に市民自治について学ぶ努力をすべきです。もっと市民は学び、議論すべきだと思います。

❑　市民自治推進委員会に参加する人は、すべてが勉強熱心ではないと思う。やはり、知識の持っている人が引っ張っていくべきだと思う。皆が豊富な知識を持っているわけではない。

❑　もちろんそうですが、方向性として自ら学ぶ意識を持っていかなければいけないと思います。
❑　第５部会では、景観・緑化条例を作っている。具体的な条文を見ながら話をしているから話にぶれがない。何か具体的な文書を作って話をすべき。

❑　市民自治推進委員会は、登別市を良いまちにしよう、市民の力でまちづくりに取り組もうと思う方が集まって活動している組織だと認識しています。

しかし、これまで、市民自治推進委員会で、登別市の問題点や今、登別市のまちづくりを進める上で何が必要かなどの話し合いはもたれていないように感じています。

テーマを決めて提言をすることも必要ですが、現状の認識も必要だと思います。３月末で全委員の任期が一度終了となりますので、これを契機に市民自治推進委員会は何をすべきなのかということについて話し合いをもつ必要があるのではないでしょうか。

また、市民に市民自治推進委員会の活動を知っていただくためにも定期的に広報のぼりべつに市民自治推進委員会の活動を掲載するなどの方法も検討してはいかがでしょうか。（事務局）

❑　一から考え直すと言うことは一番難しいこと。

❑　広報紙に活動を掲載するというのはいいかもしれない。

次回の開催について
●開催日時：平成２１年４月１０日（金）　午後６時３０分

●開催場所：市役所 ２階 第２委員会室
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